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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 7 月 12 日付「固定資産の譲渡、繰延税金資産の計上および業績

予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました平成 26 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 25 年

4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

１．平成 26 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 25 年 4 月 1日～平成 25 年 9 月 30 日）業績予想の修正 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） 

 

３，１６５ １４０ １５５

 

５００ 

円  銭

５７．７１

今回修正（Ｂ） ３，２３７ ２８４ ３０４ ５８７ ６７．７５

増減額（Ｂ－Ａ） ７２ １４４ １４９ ８７ 

増減率（％） ２．３ １０２．９ ９６．１ １７．４ 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年３月期第２四半期） ３，１４３ １３４ １５５ ８９ １０．３２

 

２．業績修正の理由 

（１）第２四半期累計期間 
売上高は、年初の計画よりも好調であります。営業利益、経常利益および四半期純利益は、利益率

の高いコンサルティング事業が計画を上回り、また継続的な固定費（販管費）圧縮により経費も削減

したため、前回予想を大幅に上回る見通しとなりました。セグメント別の増減要因につきましては、

次のとおりであります。 

 コンサルティング事業 

経営協力件数の増加とセミナーおよび戦略ドメイン・マネジメント研究会の参加が年初の計画

よりも好調に推移した結果であります。 

 ネットワーク事業 

提携先等への支援サービスが安定的に推移し、年初の計画どおりの結果であります。 

 セールスプロモーション事業 

受注活動は前期並みに推移し、年初の計画どおりの結果であります。 

（２）通期 
通期の業績予想につきましては、第２四半期の決算発表時にお知らせいたします。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


